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か
じ
毒
　
ト
ビ
l
y
’
ス

会
福
祉
大
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会

三
百
人
が
集
い
盛
大
に
開
催

「
思
い
や
り
と
や
さ
し
さ
で
心
豊
か

な
二
十
一
世
紀
を
　
み
ん
な
で
つ
く

ろ
う
　
誰
も
が
住
み
よ
い
加
治
木
の

町
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
二
十

六
回
加
治
木
町
社
会
福
祉
大
会
・
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
九
月
十
九
日
、
町
営

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

福
祉
大
会
で
は
、
永
年
に
わ
た
っ

て
社
会
福
祉
の
増
進
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
、
平
谷
資
利
さ
ん
、
小
屋
敷
千

里
さ
ん
、
郡
山
寅
さ
ん
、
後
藤
秀
行

さ
ん
、
永
野
清
澄
さ
ん
、
向
江
巧
さ

ん
、
坂
元
広
子
さ
ん
に
、
川
野
威
朗

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ボ
ン
大
会
を

楽
し
み
、
最
後
に
み
ん
な
で
お
は
ら

節
と
加
治
木
音
頭
を
踊
り
、
さ
わ
や

か
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

持
田
へ
寄
附
金

艶
麗
コ
ン
サ
ル
タ
音

豊
正
技
研
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
松

元
泰
則
代
表
取
締
役
が
、
八
月
三
十

一
日
、
町
長
室
を
訪
れ
、
「
教
育
振

興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
」
と
川

野
町
長
へ
寄
附
金
を
贈
り
ま
し
た
。

松
元
さ
ん
は
、
「
会
社
を
創
設
し

て
二
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
感
謝
の

意
を
込
め
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に

何
か
還
元
し
た
い
。
」
と
、
町
へ
寄

附
を
さ
れ
た
も
の
で
す
。

寄
附
金
を
受
け
取
っ
た
川
野
町
長

は
、
「
小
・
中
学
校
へ
図
書
を
購
入

し
た
い
。
子
ど
も
た
ち
も
喜
ぶ
と
思

い
ま
す
。
」
と
御
礼
の
言
葉
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

hm

肉
用
牛
の
改
良
増
殖
と
畜
産
振
興
を

目
的
と
し
た
、
町
秋
季
畜
産
共
進
会
が

八
月
二
十
五
日
、
小
山
田
の
畜
産
共
進

会
場
で
開
催
さ
れ
、
町
和
牛
振
興
会
の

八
支
部
か
ら
四
十
二
頭
の
肉
用
牛
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
団
体
の
部
は

小
山
田
中
部
支
部
が
連
続
優
勝
、
特
別

賞
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
も
昨

年
に
引
き
続
き
、
木
田
支
部
の
垂
水
勝

博
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

【成績】
▽
団
体

優
勝
－
小
山
田
中
部
　
二
位
－
辺
川

三
位
－
西
別
府
東
部

▽
女
性
部
審
査
競
技
会

優
勝
－
西
別
府
東
部
（
森
木
公
子
、
榎

谷
節
子
、
中
村
幸
子
）

二
位
－
辺
川
、
市
来
原

▽
個
人

肉
用
牛
一
部
一
席
－
末
吉
泰
　
二
席
－

田
代
快
男
　
三
鷹
－
扇
薗
文
夫
　
肉
用

牛
二
部
一
席
－
垂
水
勝
博
　
二
席
－
小

宮
路
節
子
　
三
席
－
向
江
透
　
肉
用
牛

三
部
一
席
－
内
村
照
夫
　
二
席
－
西
村

照
雄
　
三
鷹
－
桐
山
峰
雄

▽
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

垂
水
勝
博
（
二
部
）
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加
治
木
町
敬
老
金
等
贈
呈
式
と
合

同
金
婚
式
が
九
月
十
七
日
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
出
席
者
全
員
で

長
寿
と
金
婚
式
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
川
野
町
長
が
、
「
夫
婦
の

契
り
を
結
ば
れ
て
五
十
年
、
共
に
御

健
在
で
あ
る
こ
と
を
喜
び
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
」
と
挨
拶
。

敬
老
金
対
象
者
を
代
表
し
て
、
八

－
十
五
歳
を
迎
え
ら
れ
た
篠
崎
秀
夫
ぎ

ー
ん
に
敬
老
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

合
同
金
婚
式
に
は
、
今
年
結
婚
五

十
周
年
を
迎
え
る
四
十
九
組
の
う
ち

三
十
七
組
が
出
席
。
代
表
し
て
、
内

村
俊
哉
・
ヨ
シ
子
夫
妻
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

な
い
社
会
を
目
指
し
て

酋
歳
か
ら
七
十
九
歳
ま
で

鵜
．
i
“
l
二
百
四
十
人
が
旗
葵

カ
ノ
ン
・
ピ
ア
ノ
フ
エ
三
一

「
気
軽
に
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
演

奏
す
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
」
と
ス

タ
ー
ト
し
た
『
カ
ノ
ン
・
ピ
ア
ノ

フ
ェ
ス
タ
』
。
七
回
目
の
今
年
は
、

八
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
の
二
日

間
開
催
さ
れ
、
二
百
二
十
組
二
百
四

十
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
ス
テ
ー
ジ
衣

装
に
身
を
包
み
、
か
ね
て
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

小
学
生
の
部
に
三
人
で
出
場
し
た

…
の
は
、
錦
江
小
に
通
う
永
田
実
季
・

佑
衣
さ
ん
姉
妹
と
稲
葉
成
美
さ
ん
。

二
か
月
前
か
ら
練
習
に
取
り
組
ん
だ

と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
三
人
と
も

「
う
ま
く
演
奏
で
き
ま
し
た
。
来
年

も
ま
た
出
場
し
ま
す
。
」
と
ニ
コ
ニ

ー
コ
し
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

人
権
同
和
問
題

加
治
木
町
民
の
つ
ど
い

す
べ
て
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明

る
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
、

「
人
権
同
和
問
題
加
治
木
町
民
の
つ

ど
い
」
が
、
八
月
二
十
五
日
、
加
音

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
一
般
町
民
な

ど
約
四
百
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

開
会
行
事
の
後
、
星
塚
敬
愛
園
の

山
口
文
夫
自
治
会
副
会
長
が
、
「
人

権
差
別
の
な
か
で
生
か
さ
れ
て
」
と

題
し
て
講
演
を
行
い
、
「
今
で
も
差

別
や
偏
見
が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す

が
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」

と
訴
え
ま
し
た
。
講
演
後
、
久
留
米

市
人
権
バ
ン
ド
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

も
行
わ
れ
、
人
権
を
詩
に
し
た
歌
が

会
場
内
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

「
敬
老
の
日
」
を
前
に
し
た
九
月

十
七
日
、
川
野
町
長
は
、
上
木
田
の

上
野
セ
イ
さ
ん
　
（
九
十
九
歳
）
と
、

柳
田
の
原
田
常
治
さ
ん
の
二
軒
の
御

宅
を
訪
問
し
、
敬
老
金
と
記
念
品
を

贈
り
、
長
寿
を
御
祝
し
ま
し
た
。

川
野
町
長
か
ら
「
お
元
気
そ
う
で

す
ね
。
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
上
野

さ
ん
は
、
「
も
う
す
ぐ
百
歳
に
な
り

ま
す
が
、
毎
日
お
い
し
く
御
飯
を
い

た
だ
い
て
ま
す
よ
。
」
と
笑
顔
で
答

え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
原
田

さ
ん
は
、
「
今
の
楽
し
み
は
、
た
ま

に
帰
っ
て
く
る
子
ど
も
の
顔
を
見
る

こ
と
で
す
か
ね
。
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
お

元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。
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（3日間）

魯偶民生芳賀婁鼠¢

27日

③　町議命－下り

③　日和劉庫予算紳
競（下旬）
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圏翻闇

時代の変遷を写真で伝える

㊤連接 �ノー 0l �［二 で‾ 
役場町民室（南庁舎一階）にて「懐かしの広報かじき展」を開

催中です。昭和40年代を中心に、広報かじきの表紙を飾った写真

を展示しています。どうぞ御覧ください。

【問い合わせ先】総務課文書法制係（内線265）

。
広
報
か
じ
き
』
創
刊
㈹
号

～
5
4
年
の
歴
史
を
刻
む
～

町
政
だ
よ
り
（
現
広
報
か
じ
き
）

の
第
一
号
が
発
行
さ
れ
た
の
は
、
昭

和
二
十
五
年
二
月
の
こ
と
で
、
発
刊

に
際
し
、
当
時
の
曾
木
隆
輝
町
長
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
町
の
実
情
を
町
民
に
十
分
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
義
務
で
あ
る
と
信

じ
た
が
故
に
、
町
報
を
発
行
す
る
こ

と
と
し
た
。
ま
ず
知
ら
し
む
べ
し
、

納
得
し
て
も
ら
う
べ
し
、
而
し
て
一

方
声
を
聞
く
べ
し
。
」
と
。

以
来
五
十
四
年
間
、
町
民
の
み
な

さ
ま
へ
町
政
や
地
域
の
話
題
な
ど
を

お
届
け
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
月
号

で
記
念
す
べ
き
創
刊
六
百
号
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
み
な
さ
ま

の
御
愛
好
の
た
ま
も
の
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
「
広
報
か
じ
き
」
の
発

展
継
続
の
た
め
、
さ
ら
な
る
御
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
吋
蹟
答
叫
◇

浅
利
に
際
し
　
て

｝

り
∴
∴
費
　
曾

．
地
震
忠
告
を
a

詑
索
韓
難

し
き
び
輸
機
上
の
－
A
挺
．

美
に
生
と
憂
げ
で
い
る
義
美

豊
丘
峰
櫨
置
場
土
と
い
う
一

能
寄
書
穆
づ
く
つ
で
．
棚
番

o
網
榛
か
て
支
援
の
曾
細
と

増
員
し
よ
う
と
し
て
h
e

P
季
長
真
調
っ
て
鋤
簾
意

凹
n
E
o
大
要
動
と
寅
，
べ

き
後
事
重
患
0
4
日
．
後
方

公
美
○
隊
は
気
輸
後
人
の
種

ま
精
は
地
ん
ど
郵
○
○
に
あ

青
い
で
豪
、
越
し
僧
と
か

し
で
載
書
は
篇
し
い
生
●
き

掃
出
し
て
．
b
h
b
九
〇
た

め
手
練
の
た
め
．
立
重
な
購

士
と
裏
書
や
亀
は
a
e
を
小

幡
し
い
後
着
水
と
握
り
上

げ
る
た
め
二
万
の
町
民
は
よ

く
不
日
鴫
篤
さ
●
「
購
嘉
の

n
l
を
重
し
で
雌
置
書
で
お

っ
て
い
た
ぐ
い
た
．
能
力
に

と
膚
し
い
職
．
後
置
少
小
義

を
÷
重
く
長
け
て
い
な
き
い
で

き
る
書
は
青
嶋
し
み
て
う
h

L
h
．
豊
能
重
さ
亀
は
a
e

寄
書
が
鴫
動
に
H
o
な
く

な
あ
っ
て
い
る
、
土
鴨
方

宣
書
方
冒
さ
て
成
文
化
冒

町
民
の
要
望
と
、
雛
の
籍

と
臓
で
L
t
l
種
確
に
議

書
の
種
の
照
一
e
o
t
に

せ
ら
れ
る
．
機
し
山
は
章

に
病
r
人
へ
と
暮
し
と
十

〇
億
農
事
し
メ
文
書
は
千

〇
外
農
水
む
べ
き
に
卵
す

ら
伍
章
に
あ
る
と
轟
つ
て

か
一
審
と
築
こ
う
と
し
て

る
こ
○
宣
鈍
で
巾
員
教
書

木
・
陰
∴
髄

○
立
っ
て
い
る
他
田
や
巾
の

農
相
と
町
民
に
子
分
如
－
つ
て

貫
う
軍
が
揚
が
の
一
大
饗
虞

で
あ
る
と
思
う
し
．
か
く
す

る
書
は
田
崎
に
私
〇
m
兜
を

位
置
動
す
る
機
構
で
あ
る
と

僧
じ
ね
が
纏
は
隔
年
で
は
あ

る
が
富
農
と
農
村
す
る
と
と

と
し
支
．
毒
づ
競
ら
し
む
べ

L
h
持
し
て
篇
う
べ
し
而
し

て
－
意
義
を
こ
す
く
べ
し
と
小

農
′
富
田
忙
外
意
ら
な
い

猿
刺
に
あ
た
り
で

私
書
後
富
ま
車
　
上
　
着
　
直
　
士

義
ん
で
い
た
し
の
着
け

ぴ
に
を
▲
左
－

－
「
行
成
日
暮
し
能
．

町
費
が
町
民
艇
持
し
．

意
す
べ
き
重
機
〇
一
つ

1
．
本
巾
で
t
l
づ
と

が
生
れ
豊
能
標
章
食
い
．
ど

う
し
て
◆
館
細
浦
本
隊
此
o

a
o
動
静
録
が
生
爪
な
か
っ

た
か
l
い
ら
い
ら
事
象
さ
せ

ら
れ
る
．
そ
し
て
′
f
省
さ
せ

ら
れ
る

仕
事
と
観
め
る
事

む
づ
か
し
い
．
ど
ん

い
こ
と
で
l
い
ざ
鮒

に
き
れ
げ
何
か
の
ひ

り
が
出
て
集
る
．
請

か
o
が
あ
っ
た
り
．

し
む
か
つ
を
支
隊
が

〇
、
と
ん
雛
と
こ
ら

櫓
が
入
っ
た
o
す
る

の
意
だ
．
「
面
皮
が

l
芥
生
れ
る
書
で
は

み
の
勇
慮
登
り
か

っ
た
、
「
椅
降
っ
て
地
相

モ
o
蓄
電
拘
っ
て
全

書
の
筆
筒
に
食
い
持
薬

た
ら
す
．
慮
ん
と
教

書
か
つ
た

ら
粛
’
か
ら
筆
多

い
●
要
義
l
い
た
ゞ

裏
重
な
購
み
さ
．
義

持
鳩
基
、
水
嶋
に
有

た
、
－
裏
の
方
青
は

小
事
小
嶋
調
と
き
い

簾
の
義
持
に
つ
い
て

ろ
成
功
し
て
下
さ
づ

う
し
て
「
巾
慮
着
裏

書
裏
の
カ
を
章
集
め

越
後
青
し
く
雑
費
と

〇
着
．
慮
ん
と
能
管

青
む
当
竹
と
か
し

録
着
よ
り
」
と
細
筆

躍 地
の
露
地
慮

っ
て
得
心
れ
食

ン
す
え
峰
．
個

人
青
は
ど
ち
ら

が
あ
る
の
で
－

郵
船
龍
合
の

鱗
（
P
・
▲
・
C

鯖
唇
餅
着
の
劃

P
●
▲
・
0
の
毒

づ
で
あ
る
、
を

ら
農
村
地
糟
は

人
に
調
す
る
鶴

と
が
め
蜜
で
あ

っ
て
い
ま
す

全
軍
肌
に
卒

で
機
呼
で
初
か

教
義
着
の
つ
を

び
意
義
I
C
を
づ

す
．
や
が
て
7

番
や
7
0
7
0

着
動
は
．
日
章

償
機
能
す
ぐ
ひ

る
で
し
ょ
う
、

番
と
佑
つ
て
青

春
〇
億
裏
の
き

精
に
、
糠
く
魅

ノ

r
l
I
I
I
I
I
r
－
L
i
，
。
，
。
，
一

一

　

　

＼

③
　
　
◎
　
　
⑤
③

…
キ
捕
り
・
・
・

二
日
の
「
観
賞
だ
●

は
調
剤
雛
と
し
て
m

L
た
た
め
一
面
纏
綿

た
し
ま
す
．

世
界
農
業
セ
ン
サ
ス
い

《
発
刊
当
時
を
振
り
返
る
》

第
一
号
編
集
担
当
者

中
元
邦
夫
さ
ん

「
素
人
の
私
が
編
集
を
任
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
。
上
司
の

命
令
で
し
た
の
で
断
わ
る
わ
け
に
も

い
か
ず
、
手
探
り
状
態
で
編
集
に
と

り
か
か
り
ま
し
た
。
当
時
、
印
刷
所

は
鹿
児
島
市
内
に
あ
り
、
車
も
少
な

い
時
代
で
し
た
の
で
、
校
正
も
一
日

が
か
り
の
出
張
。
印
刷
所
の
狭
い
部

屋
で
、
鼻
を
ツ
ン
と
突
く
イ
ン
ク
の

匂
い
に
染
ま
り
な
が
ら
、
作
業
を
し

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
で
も
、
県

の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
時

は
嬉
し
か
っ
た
な
あ
。
」
と
当
時
の

思
い
出
話
を
懐
か
し
そ
う
に
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。



「お知らせ」が電話で開けます。

嬰
閏
。
㊥
山
勘
露
麗

紗
峨
蕾
イ
ン
7
着
＊
1
シ
a
シ

情
報

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
す
た
め
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
多
く
の
方
の
御
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〇
日
時
　
日
月
1
7
日
（
水
）
　
1
3
時
～

○
場
所
　
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

○
参
加
費
　
無
料

○
講
師
　
映
画
監
督
　
宮
崎
信
恵

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
健
康
増
進
課
感
染
病
保
健
係

冊
0
9
9
　
（
2
8
6
）
　
2
1
2
0

○
選
考
場
所
　
県
立
姶
良
高
等
技
術

専
門
校

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

皿
（
6
5
）
　
2
2
4
1

書
稀
9
書
誌
等

○
訓
練
科
　
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、

情
報
処
理
科

○
募
集
人
員
　
各
科
2
0
人

○
訓
練
期
間
　
各
科
2
年

○
受
験
資
格
　
平
成
1
7
年
3
月
高
校

卒
業
見
込
者

○
願
書
受
付
　
1
0
月
1
2
日
（
火
）
～

1
0
月
2
9
日
（
金
）

○
選
考
日
時
　
日
月
1
5
日
（
月
）
午

前
9
時
か
ら

①
2
月
2
3
日
、
熊
本
県
荒
尾
市
山
中

で
発
見
。
4
0
歳
～
0
0
歳
代
男
性
、
身

長
1
6
0
～
1
1
0
m
。
白
地
に
ス

ト
ラ
イ
プ
入
り
長
袖
シ
ャ
ツ
、
ベ
ー

ジ
ュ
作
業
ズ
ボ
ン
、
黒
色
ハ
ッ
ト
帽

子
、
黒
に
白
ラ
イ
ン
入
り
運
動
靴
。

②
4
月
1
8
日
、
熊
本
県
芦
北
町
山
中

で
発
見
。
5
0
歳
～
7
0
歳
代
男
性
、
身

長
約
1
6
0
m
。
紺
色
ジ
ー
パ
ン
、

ト
ラ
ン
ク
ス
、
青
色
ス
ニ
ー
カ
ー
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

保
険
生
活
課
生
活
児
童
係

Ⅲ
（
壁
　
2
1
1
1
内
線
1
3
2

す
る
見
込
み
で
す
。

○
金
額
（
時
間
額
）
　
6
0
6
円

○
効
力
発
生
日
　
1
0
月
1
日
（
金
）

最
低
賃
金
は
、
臨
時
・
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
県
下
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
使

用
者
は
、
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
額

を
労
働
者
に
周
知
し
、
必
ず
こ
の
金

額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
労
働
局
貸
金
室

田
0
9
9
（
2
2
3
）
　
8
2
1
8

○
会
場

・
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
1
番
3
号

司
調
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
　
（
面
談
・
電

話）
・
隼
人
町
見
次
1
3
1
1

サ
ン
あ
も
り
（
面
談
の
み
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
司
法
書
士
会

田
0
9
9
（
2
5
6
）
　
0
3
3
5

⑤
悪
質
、
脅
迫
め
い
た
取
立
て
は
警

寮
に
相
談
す
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
消
費
セ
ン
タ
ー

Ⅲ
0
9
9
（
2
2
4
）

う
レ
ジ
ツ
臣
∴
蔓

県
最
低
賃
金
は
、
現
在
「
1
時
間

6
0
5
円
」
で
す
が
「
1
時
間
6
0

6
円
」
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
改
正
最

低
賃
金
は
1
0
月
1
日
（
金
）
　
に
発
効

県
司
法
書
士
会
は
、
「
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
サ
ラ
金
1
1
0
番
」
を
開
催
し

ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
等
の

返
済
で
お
困
り
の
方
は
御
相
談
く
だ

さい。
○
日
時
　
1
0
月
0
0
日
（
土
）
午
前
1
0

時
～
午
後
6
時

○
実
施
方
法

・
電
話
に
よ
る
無
料
相
談

Ⅲ
0
9
9
（
2
0
6
）
　
3
1
5
1

・
面
談
に
よ
る
無
料
相
談
（
予
約
制

予
約
は
午
後
5
時
ま
で
）

最
近
、
債
権
回
収
（
代
行
）
業
」

な
ど
を
名
乗
る
業
者
か
ら
、
利
用
し

た
覚
え
の
な
い
情
報
料
な
ど
を
請
求

す
る
は
が
き
や
封
書
、
電
話
、
電
子

メ
ー
ル
が
届
い
た
と
い
う
相
談
が
激

増
し
て
い
ま
す
。
利
用
し
た
覚
え
の

な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
架
空
請
求
」
は

支
払
わ
ず
に
放
置
し
ま
し
ょ
う
。

○
架
空
請
求
の
対
処
方
法

①
支
払
わ
ず
放
置
す
る
。

②
請
求
の
電
話
に
は
利
用
し
て
い
な

い
こ
と
を
告
げ
支
払
を
拒
否
す
る
。

③
自
分
か
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
電
話

番
号
な
ど
に
連
絡
し
な
い
。

④
請
求
の
は
が
き
や
封
書
な
ど
は
保

管
す
る
。

警
察
で
は
各
種
の
被
害
相
談
窓
口

を
設
け
、
被
害
者
等
の
方
々
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

○
総
合
相
談

皿
0
9
9
（
2
5
4
）
　
9
1
1
0

＃
9
1
1
0
　
（
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
）

○
レ
デ
ィ
ス
相
談

皿
0
9
9
（
2
0
6
）
　
1
8
6
1

0
企
業
対
象
暴
力
相
談

皿
0
9
9
（
2
5
5
）
　
0
1
0
0

0
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

Ⅲ
0
9
9
（
2
5
2
）
　
1
8
6
1

0
悪
質
商
法
・
薬
物
・
拳
銃
相
談

Ⅲ
0
9
9
（
2
5
8
）
　
1
9
4
0

《
警
察
以
外
の
相
談
窓
口
》

○
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

Ⅲ
0
9
9
（
2
2
4
）
　
8
6
0
1

0
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

Ⅲ
0
9
9
（
2
6
9
）
　
4
4
9
3
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対象者：昭和61年4月1日までに生まれた方

（職場や学校・病院等で受診される方、肺がん検診を受診される方は除きます。）

※　対象者には受診票を発送します。

※　過去に「職場で受ける」「福祉施設等に入所」との理由で受診しないと回答された方には受診

票は発送しませんが、今年度受診の機会がない方は受診することができますので直接会場に

お越しください。

平成16年度　一般住民結核レントゲン検診日程

実施日 �場　　　所 �受付時　間 

11月12日 （金） �保健センター �9：30－11：00 
川内公民館前 �13：00－13：35 

高原商店前（二里塚） �14：10一一15：00 

11月15日 （月） �あいら農協辺川支所跡 �9：30－　9：55 
雛場公民館 �10：30一一11：30 

保健センター �13：30－15：00 

11月16日 （火） �保健センター �9：30一一11：00 

加音ホール �13：00－15：00 

11月17日 （水） �九州電力駐車場 �10：00－11：20 

保健センター �13：00一一15：00 

11月18日 （木） �西別府自立日興館 �9：30－10：30 

アイショップ野間店　東側空き地 �13：00－15：00 

実施日 �場　　　所 �受付　時　間 

11月19日 （金） �龍門滝温泉西側駐車場 �9：30一一11：00 

楠園公民館向側（旧工場駐車場） �13：30－14：30 

11月22日 （月） �陶夢ランド �9：30－10：55 
中野分団消防車庫前 �11：30－12：00 

保健センター �14：00－15：30 

11月26日 （金） �保健センター �9：30－11：00 

精矛神社前 �13：00－16：00 

11月29日 （月） �保健センター �9：30－11：30 

保健センター �13：30－15：00 

平成16年度の結核検診は、デジタル検診車での撮影となります。

需多言黎弛緩謬轟の挙　れy即

①撮影した画像を画像処理装置で、「拡大・縮小・濃淡」等の調整をしながら、直接撮

影なみのモニターで読影できる。

②従来の検診車に比べ、放射線被ばく量が30％減少する。

③精密検査が必要な方には医療機関宛の紹介状を発行するため、検診結果通知が早くな

Iら　直接撮影が不要となる。

デジタル検診車には上記のようなメリットもありますが、大型車になるため広い会場が必要と

なり、昨年とは会場が変更になります。
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平成16年度県民文化祭 　　看 �� � 

日時 �平成 �6 l � �書目 �場瀧醒鞘三iI �I≡ 　●入場綿● � 

塞燕 序言一I I 日 ��∴i軍 ��：1回000 」 ／ ● �0 ノ＼一書8－＿？ ／／（ 子●ぎ隅 ��”ノ∵000ユニ＿ 二二‾○○”二 のひ 艶運－ � 

朝　一．riil Il � 

′／、＼＼ ／ ／／ � 

1三・！ （ 　／l 

＼●捗 年足 

市 

／ ���� �� 

島艶務珍

10／17（日）加害ホール

開演13：00

【出演団体】

●加治木中学校太鼓踊り

●霧島神楽振興会

●日本太鼓ひびさの会

ジュニア

●大西美紀（県民謡王座決

定戦名人位獲得）

●香港青年弦楽団

●姶良町立少年少女合唱団

●横川町立少年少女合唱団

●敏之原中学校音楽部

●小牧ちょいのちょい踊り

保存会（指宿市）

▲ �▲ �－＿ �lSr ．■「 �重畳 �l　l 

加害ホールでさまざまなイベントが開催されます！

美化協会展、第46回町美馬、かじの木大学同好会展、一般応募作品展等

作品展禾期間10月30日－11月3日（たたし、11月2日は休館日）

10月30日（土） 

10：00～　　オープニングセレモニー 

加音アンサンブルによる演奏会 

13：00～17：00　文化祭舞台発表 

「　10月31日（目） 

10：00～17：00文化祭舞台発表 舞台発表には、中・高校生も出演！ 11：00～15：00お茶会 

11月1日（月） 

9：00～17：00　作品展示のみ 

11月3日（水） 

10：30－11：40　表彰式 

13：00～16：00　生涯学習推進大会 

活動発表　永原小学校 
「吉左右踊iら　太鼓踊IJ」 

講演「二人三脚で乗IJ越えた介護の日々」 

講師　女優　小山明子 
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涼しい教室で　しっかり勉強

寄蓬敵艦三° �≪⑨ 

この夏、町内全小・中学校の教室に4機の扇風機

が始動しました。（左の絵）暑い日が続く中、子ど

もたちに、少しでも涼を感じながら、授業に集中し

ての学力向上、落ち着いた学校生活を願って本年鹿

町教育委員会が設置しました。

柁城小4年の今村理恵さんは、「ノートに汗をた

らしながら勉強していたけれど、2学期からは気持

ちよく勉強できる。」、加治木中3年の寺師清高君は、

「涼しいです。ないときよりずっといいです。授業

に集中できるようになりました。」など、多くの子

どもから喜びの感想が送られてきました。二学期新

設の屋外トイレなど、子どもたちの学習環境の整備

は、他の町を上回る充実ぶりで、子どもたちの学力

向上を裏側から支えています。

保護者

これからの日本を創る子どもたちを社会全体で育もうと、町

教育委員会では、「地域子ども教室」の推進事業を進めていま

す。放課後や週末の子どもたちに学校の校庭や教室、公民館等

を活用して、安全・安心して活動してもらうというものです。

この教室には、地域の大人、退職教員、大学生、社会教育団

体関係者が指導員として、あるいは活動助言者として参加し、

1－葛聞置‾ 

i 

地域の大人IL‾‾‾‾‾l退職教員等i 

！大学生等ll社会教翻鰭等i 

地域子とも教室 

スポーツや文化活動などの体験や、地域社会の人々との交流などが行われます。

現在、設立に向け準備をすすめているところですが、実施が決まりますと、町民の方々の御協力をいた

だきながら、加治木の子どもたちを地域みんなで育てる新しい動きが始まるといえるでしょう。

学園紹介　　　基礎学力の確実な定番をめざして　　　加治木小学校 
こミミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i 

近年、学力低下が教育課題の一つとして取り上げられています。本校でも「基礎学力の定着」が大 

きな教育課題と捉え、研究テーマとして「基礎的・基本的内容を確実に定着させていくための学習指 

℡囲1題，。。。，，餌．動　　　　導」を掲げ、全校で取組んできています。 

志Ll四国　導崇器藷窯業誓 
i　　　　　　　計算」を徹底し、百マス計算などの反復練習により基礎 ・′ 

吋　∩　　●的な事項を定着させていく指導を続けているところです。 申案青書÷＿号音音曲．学荒詣謂警慧嵩め、一人一人の 

絵
・
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呈昂塑 －
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まってるよ　にっこり笑顔と　はずむ声

幼・小・中学校”斉学校参観

町内の町立幼稚園・小学校・中学校なら，どこでも何回でも参観できます

10月末～11月の主な行事（学校参観週間以外でも学校の参観はできます）

加治木幼 ℡62－2502 �11／2（火） �親子イモ掘り大会 �錦江幼 ℡63－2038 �11／2（火） �サツマイモの収穫 
11／4（木） �国際交流 ��11／5（金） �避難訓練 

11／5（金） �焼いもパーティー ��11／9（火） 11／10（水） �焼き芋パーティー 保護者による絵本の読み聞かせ 

柁　城　小 �10／26－28 10／28（木） 11／1－5 �集団宿泊学習（5年生） 一日遠足 保護者や地域住民の作品展 

永　原　小 �11／1（月） 11′／／2（火） �総合的な学習（高齢者とのふれあい） 

11／6（土） �PTAふれあいバザー ���3・4年、高齢者との交流給食 

℡63－2552 �11／9（火） �避難訓練（地震） ���英語活動（1－6年） 

11／10（水） �就学時健康診断 �℡62－2816 �11／5（金） �親子読書会（栗岡） 

11／14（日） �PTA奉仕作業 ��11／12（金） �就学時健康診断 

11／19（金） �研究公開 ��11／18（木） �学習発表会 

錦　注　小 �10／29（金） �全校音楽 �加治木小 �10／23（土） �PTAバザー 11／9（火） �就学時健康診断 ��10／29（金） �一日遠足 

℡62－2359 �11／24（火） �避難訓練（火災） ��11／／1（月） �学校参観（町青少年育成町民会議） 

11／30（火） �養護学校との交流 �℡62－3156 �11／〝4（木） 11／9（火） �就学時健康診断 PTA教育講演会 

竜　門　小 �10／27（水） �一日遠足 

10／27・28 11／2（火） �修学旅行 全校朝会（イチョウタイム） ��11／18（木） �持久走大会 

加治木中 �10／27（水） �公立高校説明会 

11／4（木） �祖父母授業参観 ��10／28（木） �芸術鑑賞教室 

℡63－3446 �11／5（金） �4年生特別授業 ��11／4（木） �3年生学年PTA 

11／10（水） �ドラゴンフェスタ �℡63－1111 �11／9（火） �PTA給食試食会 

11／19（金） �就学時健康診断 ��11／12（金） �総合文化祭・PTAバザー 

11／25・26 �龍門司焼体験学習 ��11／24－26 �期末テスト 
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I／診切口認 ジェンダーからの解放は
男女共通のテーマです。

男費共同参画
（ニi配偶藷埼毎の轟弗鵬朝隠認否寧⑱

被害者は主に女性であiJ、人権を侵害し、男女平等実現の妨げになっています。

人権擁護と男女平等実現のために暴力防止と被害者保護を目的として「DV防止法」があります。

ひとりで悩みを抱え込まず相談しましょう！

掴該重態義塾寒㊧ら善書電線も家事含　鹿児島県男女共同参画センター（旧県庁）内 

謹譲葦議繋¶　濠 
法律相談、心と体の健康相談（産婦人科・心療内科・心理）の専門相談もあります。　DV防止のためのシンボルマーク 

※加治木町でも、DV被害等の「女性のための総合相談」の相談員養成講座が始まっています。

「ふれあい子育てサロン」9／14（火）9：30－11：30室町公民館におじやましました。

子育て中のお父さん・お母さんが、子育てを通して

ふれあう「ふれあい子育てサロン」が、今月から町内

6か所（ふれあいセンター・陶夢ランド・蔵王団地公

民館・塩入公民館・豊町公民館・赤坂団地公民館）で、

児童委員やボランティア、地元保育所の保育士さんた

ちにより開催されることになりました。

「いやー！」と初めは室内に入るのも時間がかかって

いましたが、終わりの頃は「キヤーツ！」と楽しそう

な子どもたちの声！今回は第一回で、大人が多かった

サロンでしたが、「たくさんの方に知ってもらって、子

育て中の方と、いろんな年齢の方が、地域でコミュニ

ケーションを図れるといいな。」と感じました。

男女共同参画も「子育て支援策の整備」の「子育て

の孤立化と不安の解消に向けた支援」の一つとして応

接します。是非、のぞいてみませんか？

‾‾‾‾二二臆臆漢、t菓88審理誹l i‾－1敬え桑下士 

仁　一 

日干∴＿二幸告鰻重 　　　弓 

「大人も一緒に遊んで…」

【連絡先】ふれあい子育てサロン（℡62－2281愛下）

21世紀は人権と環境の世紀！　－10月は全国環境月間－

あなたは買い物にはマイバッグを持参していますか？　－地球からのメッセージ－

加治木町女性団体連絡協議会では、「毎月0のつく日はノー・レジ袋デー」を15年6月から提唱しています。

地球の未来と子どもたちの明日のために、今できることから始めましょう！

商工会・スーパー・小売店・行政・生活者が一緒になって、買い物袋持参運動の広がIjを！！

男女共同参画も女性グループのネットワークを支援します。
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“夏怖ゐ・朋子リサイクル研修講座を実施“

加治木町では、今年4月より資源物の分別を15品目に拡大しました。リサイクルへの取組が進む中、 

親子でリサイクルの現状をより深く理解してもらおうと、夏休み期間中の8月18日、「夏休み・親子 

リサイクル研修講座」を実施しました。 

感想文 裏紙猿・翻章中野イ夢ル研階講歴に参舶し琶

ぼくは、町のき画でごみの集積場や清掃セン

ターを見学に、母と行きました。

初めに見学したのは、加治木町西別府にある資

源物の集積場です。着いた時、最初に日に入った

物は、大量のごみでした。ぴん、かん、ペットボ

トル、プラスチックなどたくさんありました。そ

れが種類ごとに分類され、軽いプラスチック類に

は、飛ばないようにネットがかけてありました。

「このごみは、何日分のものですか。」とおじさ

んにたずねると、「水曜日の一日分です。」と言わ

れました。これだけの量が一日分とはおどろき

ました。ここで分別したごみは、伊集院にある資

源ごみ工場に運ばれるそうです。

次に見学したのは、吉田清掃センターです。姶

良町、加治木町、蒲生町、溝辺町、吉田町の可燃

ごみを焼却しているそうです。初めに見せても

らったのは、ごみをかき混ぜるクレーンをそう作

する所です。ごみをかき混ぜるのは、軽いごみは

燃えやすく、重いごみは燃えにくいので、全体を

よく混ぜる作業が必要だからです。係のお兄さ

んは、ごみを取っては混ぜ、取っては混ぜをくり

返していました。ぼくも、その機械をそう作して

みたいと思いましたが、とてもむずかしそうでし

た。焼却炉も見学しました。最初に水分を熱で

飛ばし、九百度でごみを燃やすそうです。焼却炉

の中は、すごい勢いの炎でした。かべを通して熱

が伝わってきました。

外に出ると、今にもたおれてきそうな迫力の大

きな煙突が建っていました。ぼくは、三十メート

ルぐらいと思いましたが、五十メートルだと聞い

てびっくりしました。

加治木小学校　六年　原　口　晃　行

最後に見学したのは、伊集院にある資源ごみ工

場です。機械を使って、ダンボール、かん、その

他のプラを、立方体や直方体の大きな固まりにし

ていました。このような形にされた資源ごみは、

大型トラックで北九州まで運ばれ、再生されるそ

うです。ペットボトルはせんい（フリース）、ス

チールかんは、せい鉄原料、アルミかんはアルミ

原料になります。捨てた物が再生されるには、い

ろいろな苦労があるんだなと思いました。

見学してぼくが思ったことは、ごみを出す時

しっかり分別しないと、手間や時間をかけること

になるということです。

ごみを減らすには、買い物に行く時自分のふく

ろを持って行ったり、まだ使える物は使って物を

大事にしたらいいと思います。

ごみの臭いをおさえるためには、一人一人が気

をつけて洗うことや、生ごみを減らすことです。

ぼくと母は、大量のごみを見て、自分の家から

出るごみをできるかぎり減らし、正しい分別をし

ていきたいと思いました。とても勉強になった
一日でした。

t醍＿ ヽ∴ ＼ノ 」｝ ∴ヽ 言ヽ、 （ 、ぷ〇、 、言「 、一∴ ‾・＊ � ���‾‾l・「：　　　看漢 

葦雫 、、 ．阜∴8－ ＿「：：∴雷 翠． �● ．、∴ ●長 �＿i 

！ ＿／ま． ��‡盤i＿ 

“ノ11－．㌧ 1洩速く 

混ぜればごみ、分ければ資源！ �限りある資源を大切に 
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第6章「新エネルギーのスズメ」

自然エネルギーの開発と普及

化石燃料は、燃やせばC02（二酸化炭素）を排出し、また使った分だけ資源も減ってしま

います。それに比べて、太陽光や風力のエネルギーは、使っても減ることがなく、C02排

出量もごくわずか‾び斉みます。

太陽光、風力などのように使っても減らなしヽ、あるしヽは間伐材などの木質バイオマスなど

の再生するエネルギーを再生可能エネルギーまたは自然エネルギーとしヽしヽます。

自然エネルギーは、エネルギー密度が低く、また供給能力が立地条件に左右されることか

ら、小規模、地域分散型で使われるのに適しており、各地方自治体において新エネルギー導

入の普及対策を推進することが効果的です。

環境に優ししヽクリーンなエネルギーです。

石油の消費を減らすことができます。

身近なエネルギーであIj、多種多様な利用方法があります。

工事山羊一室越 

雷蔵i；； 

場報土赫ガス合脚力 
十 ㌧－－－「∴，÷蛙蓮連繋違∴三　　、 

董葦叢三軍1 
排軸膏毅芋窪蓋∴ 粗大聯明言 

ー（罵瀞t） ∴：器日工印譜謹書器ニ 

÷　　　　　　　　　　　；鰯緩〉（職農高 

波力乗g 

甘簿学童庫議書 

＿＝＿＿二二＿＝「＿＝＝＿一二＝二＿＝＝＿＿＿＿「∴二二＿＿＿＿ノ 

ロ線エネルギー

今まであまり覆われていなか、つた支葛の鵜や

絡．置のカ年とさ紺青のエネルギーを棚田し

ま丁●

リサイクルーユキl匪

古まで雛でていた要事（享iふとから出るごみ）

や大賀と凱II水の復原重りとも肴鋤に精鋼L

sr●

草書筆談鷲津等雪子

鮭索聾エネルギーの斯利用影響

傭象から期してLl泉北石着帽など寄需し
いアイデアや檎働きよりクリーンで請書さ

く曾います．
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15－－

地球環境にやさししヽ新エネルギーの地産地消

私たちの生活に身近な新エネルギーを見てみましょう。

太陽の光エネルギーを、

直接電気に変える『太陽光発電』。

太陽電池に、太陽などの光が当たると電気が発

生します。この太陽光発電は、太陽の光エネル
ギーを直接電気に変換するものです。

太陽電池は、直流の電気を発生させます。それ

をインバータで、家庭など‾ご使用してしヽる交流の

電気に変換します。

発電した電気が余れば電力会社に電気を売るこ

とができます。

3－4KWのシステムを設置すれば、平均的な

4人家族が使用する電気の大部分を太陽光発電で

まかなうことができます。

太陽の熱エネルギーを、

給湯や冷暖房に使う『太陽熱利用』。
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家の屋根などに設置した太陽熱温水

器で温水を作り、お風呂や給湯に使しヽ

ます。また、強制循環器を使用する
ソーラーシステムでは、温水を循環さ

せて床暖房などにも利用します。

太陽熱を使えば天気のいい目には、

約60℃の温水が得られます。これは家

庭で使う暖房や給湯をまかなえる温度

です。冬、追焚が必要な時でも、冷た

し、水から温水を作るより燃料が少なく

てすみます。

＿’r � � � �∴∴∴∴∴∴：：∴∴輩÷∴ 紅鴎　　二時一 �† �、′ 
．螺・単騎．報誠鶉悪所二千 � � 

電気自動車は、電気で走り排気ガスを

出しません。ハイブリッド自動車は、ガ

ソリンエンジンと電気モーターを組み合

わせて効率良く走るので排気ガスが減り

ます。天然ガス自動車やメタノール自動

車は、炭素や有害物質の少なしヽ燃料を使　工ン”

うので、排気ガスの中のこ酉針ヒ炭素や硫

黄酸化物などが減ります。

クリーンエネルギー自動車を導入して
いけば、地球温暖化や大気汚染の問題の

解決に有効です。

大気を汚さず、地球環境にやさししヽ
『クリーンエネルギー自動車』。

圏圏
束縛ガス自動卒
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Hiagain！皆さん、こんにちは！

今、カナダのバンクーバーも季節は秋。日中の最高気温は18度、最低気温は10度くらいで、夜は冷蔵庫の中に

いるようです。これからやってくる加治木の寒い冬が楽しみです！

先日、隼人町で行われたレガッタに参加しました。

楽しくヨットに乗り、いっぱい日焼けしました。し

かし、ヨットレースのような楽しいことがあった反

面、大変なこともありました。それは台風16号と18

号の上陸です。私は、鹿児島に来るまで台風やハリ

ケーンを経験したことがありませんでした。

台風16号の時はアパートが倒れるのではないかと

思うくらい揺れ、怖くて全然眠れませんでした。結

局アパートは無事で自転車だけ倒れました。台風16

号の片付けが終わらないうちに18号が上陸し本当に

「もういやだ」という感じでした。夜は風がうるさ

くて脹れず、朝になっても停電で何もできませんで

した。もう台風は来ないではしいですね。

台風の季節に、よくバンクーバーの天気のことを

聞かれるので、今回はバンクーバーと台風について

書きたいと思います。

みなさん、台風とハリケーンの違いは何だと思い

ますか？台風とハリケーンは特定地方の強い熱帯の

サイクロンです。サイクロンが風速33m以上になっ

たら、地域によってハリケーンか台風になります。

西北太平洋で形成したら台風と呼び、北大西洋、東

北太平洋、南太平洋で形成したらハリケーンと呼び

ます。それ以外の違いはありません。

÷7 一・i‾言霊「．－ �■“－「 

王トノ！‾‾：章二◆一＿　ぺ”一・　＿ 
一二〇〇二、 

．浩二∵‾塚王毒看貫：・　ニiJ 

ri、主電撃 　嶋ト 一●●10・書‾ ＿．イ了′∴訂 ／〆 ●．．♪Ll 言，∴∴∴！ ・六角つ′′ 

もう一つ面白いことはサイクロンの命名です。

元々サイクロンに名前を付けたのは区別しやすくす

るためでした。現在、ハリケーンには男性と女性の

名前を付けます。台風もハリケーンと同じく男性と

女性の名前を付けていましたが、2000年から変わり

ました。この新しいリストはWMOの台風コミッ

ティのメンバーから提案され、リストの名前は英語

ではなく、アジアの植物や動物の名前です。どうし

てかわかりませんが、日本には番号だけ付けていま

す。多分この方が覚えやすいからだと思います。

さて、バンクーバーに台風が上陸したことがある

でしょうか？私はないと思っていましたが、調べて

みると意外な事実が分かりました。1962年10月13日、

台風Freda（フリーダ）がバンクーバーに上陸しま

した。風速30m以上の風が4時間ぐらい続き、建物

が壊れて7人が死亡、5日間も停電しました。だか

ら、バンクーバーは台風が来ないとは言えないです

が、日本のように一年に台風が7回も上陸すること

はありません。やはりバンクーバーのほうが住みや

すいと思いませんか。

皆さん、これからも台風をはじめ、自然の動向に

気をつけて、安全に過ごしてください。
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親子で一緒は千を流しました
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錦江湾クl一ンアップ作戦・秋
みんなの手で錦江湾をきれいにしよう！

日時：10月31日（日）午前9時～10時半

内容：海岸のごみ収集、ごみ調査
●希望者は10月25日（月）までに企画課へ御連絡ください。

【企画課　広域行政係　℡62－2111内線361】
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loMはマイバ989事ヤシぺ含シ月日
i ●買物には買物袋を持参しましょう　　i 

●ごみの出ない買物の仕方を工夫しましょう 　　　　　　　　　　　　i 

毎月0のつく日はノー・レジ袋デーi 

10月・11月眼科医在宅医表 

月　日 ��病　院　名 �電話番号 � 

10 月 �10（日） �西　眼　科　医　院 �62－2526 
“ �植原眼科医院 �43－1050 

17（日） �青雲病院眼科 �66－3080 

利口） �田中眼科医院 �65－3986 

31（日） �渡辺眼科クリニック �45－6888 

11 月 �3㈱ �い　ち　ち　眼　科 �47－3618 
7（日） �神　村　眼　科 �64－5556 

14（日） �西　眼　科　医　院 �62－2526 

21（日） �隼人福島眼科 �64－2940 

23㈱ �植原眼科医院 �43－1050 

28（日） �青雲病院眼科 �66－3080 

※在宅医は往診はいたしません。 

※在宅医の担当時間は午前9時～午後1時です。 
※原則として緊急を要しない一般の患者さんは御遠慮くだ 

さい 

10月・11月在宅医衰 

月　日 ��病　院　名 �電話番号 � 

10 月 �10（日） �内科・耳鼻咽喉科 徳重クリニック �62－2672 
11㈱ �松下完治内科 �62－0084 

17（日） �浜崎クリニック �62－8588 

24（日） �佐　藤　医　院 �59－2607 

31（日） �四本信一皮膚科 �63－9912 

11 月 �3㈱ �とくだクリニック �64－1717 
7（日） �間鴨咽醐クリニック �62－8787 

14（日） �さんのう内科 �63－3000 

21（日） �壱　岐　内　科 �62－2222 
， �みなとまちクリニック �63－9791 

28（日） �すごやかクリニック �62－0308 

※診療時間は午前9時一午後5時です。 

※当日の往診ならびに緊急以外の受診は’ ���御遠慮ください。 

日 �曜・祝日歯科救急診療（午前9時～午後3時） 
郡歯科医師会口腔保健センター　溝辺町（TEL50ー4翻） 

脚亜隠田

星団。曙語
◎酸昏

平成16年9月1日現在

圃四日
23，159人（－21）

囲
10，694人（－　2）

田
12，465人（－19）

‘亜萱の
9，162（3）

出　生　　　15人

死　亡　　　15人
転　入　　　89人

転　出　　110人

※（）内は前月との比較

※集計の関係で、前月1日

の人口を掲載しています。
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